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【消化器疾患におけるアポトーシスを見直す】 
抗癌剤はどのような分子機構を介してアポトーシスを誘導するのか?

丹野誠志, 高後 裕
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抗癌剤は澄めような分子機犠を介して
フフポトーシスを誘導するぬか？
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特集蟻消化器疾患に識けるアボトーシスを見直す

抗癌剤の多くはＤ蕊Ａや微小管といった，細胞にとっ

て必要不可欠な構成成分を標的として損蕩を与えてお

り，それらの損傷がアボトーシス誘導においても重要な

役割を果たしている癌細胞には、抗癌剤によって受け

た損傷とその重擁度を認識するためのセンサーとなる細

胞内分子機講が存在しており，これらが細胞の損傷程度

に応じてアポトーシス誘導の制御をおこなうと考えられ

ている．

本稿では，抗癌剣がどのような分子機構を介してアポ

トーシスを誘導するのか，これまでの報驚を中心に，関

連する研究結果について概説する．
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抗癌剤で誘導され為アポトーシスには，ミトコンドリ

ァとデスレセプター（deathrec燈ptor）を介した２つの

経路が考えられている〈図靭)蝉，いずれの経路もカス

パーゼの活性化を介してアポトーシスを引き起こすこと
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誘導することで最迩作用を発揮する。抗癌剤に鴬；
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よって誘導されるアボトーシススか霧くはカスベ､
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